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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用情勢の改善が進み、景気は緩やかな回復基調

となりましたが、原油価格の下落や中国経済の減速懸念など、先行きの不透明な状況で推移いたしました。 

 当社グループの事業に関連する建設業界は、企業収益の改善を背景に設備投資は緩やかに増加しておりますが、

価格競争や建設労働者不足による労務費の増加から、厳しい受注環境が続いております。 

 このような経済環境下にありまして、当社グループは各事業の連携による受注拡大、原価管理の徹底による利益

確保に重点を置いた活動に努めてまいりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は157億66百万円（前年同四半期比14.2％増）となりました。 

また、利益につきましては、売上高の増加により、営業利益は６億58百万円（同42.7％増）、経常利益は６億85百

万円（同39.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億86百万円（同48.9％増）となりました。 

 なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する

工事の割合が大きく、業績には季節的変動があります。 

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

 管工機材販売事業につきましては、売上高は77億62百万円（前年同四半期比11.6％増）となりましたが、営業損

失は70百万円（前年同四半期は営業損失１億13百万円）となりました。 

 工事事業につきましては、新設工事の売上高が増加したことにより、売上高は76億52百万円（前年同四半期比

15.6％増）となり、営業利益は８億72百万円（同18.6％増）となりました。 

 工事事業における完成工事高は75億62百万円（前年同四半期比16.3％増）となり、新設工事が37億67百万円（同

40.3％増）、既設工事が25億82百万円（同2.9％減）、保守工事が12億12百万円（同4.7％増）となりました。 

 また、工事事業における受注工事高は106億14百万円（同3.9％増）となり、新設工事が52億44百万円（同10.3％

増）、既設工事が38億３百万円（同3.9％減）、保守工事が15億67百万円(同4.2％増）となりました。 

 環境機器販売事業につきましては、売上高は３億51百万円（前年同四半期比54.8％増）となり、営業利益は４百

万円（前年同四半期は営業損失９百万円）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、資産の部は前連結会計年度末に比べて18億27百万円増

加し215億１百万円、負債の部は14億59百万円増加し106億２百万円、純資産の部は３億68百万円増加し108億98百

万円となりました。 

 資産の部の主な増減要因のうち、増加要因といたしましては、現金及び預金が７億98百万円、未成工事支出金が

８億98百万円増加したことによるものであり、減少要因といたしましては、繰延税金資産が27百万円減少したこと

によるものであります。 

 負債の部の主な増減要因のうち、増加要因といたしましては、仕入債務であります支払手形及び買掛金が11億９

百万円、未成工事受入金が５億28百万円増加したことによるものであり、減少要因といたしましては、未払法人税

等が２億81百万円減少したことによるものであります。 

 純資産の部の主な増加要因といたしましては、利益剰余金が２億81百万円増加したことによるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成27年５月13日に発表した公表数値に変更はありません。

 なお、連結業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであ

り、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があ

ります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（４）追加情報 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 ① ＥＳＯＰ信託の概要 

 当社は、平成26年２月７日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成26年２

月25日付で自己株式102,000株について、「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口・75646口）」に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。 

 本制度は、平成26年５月26日に創業80年を迎えることを機に、当社従業員に対して自社の株式を給付

することで、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、長期的な業績向上や株価上昇に対する

意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的としたインセンティブ・

プランであります。 

 本制度では、当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金を

拠出することにより信託を設定し、当該信託は今後約１年にわたり株式交付規程に従い、信託期間中の従

業員の勤続年数に応じた当社株式を、在職時又は退職時に無償で従業員に交付します。当該信託により取

得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。 

 ② 信託に残存する自社の株式 

 信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度72,877千円、

101,500株、当第３四半期連結会計期間72,302千円、100,700株であります。 

 ③ 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額 

 該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,877,556 5,676,020 

受取手形及び売掛金 6,666,891 6,669,407 

営業未収入金 1,368,156 1,468,454 

有価証券 20,630 20,634 

商品 508,840 516,739 

未成工事支出金 1,525,668 2,423,995 

原材料及び貯蔵品 41,412 41,456 

繰延税金資産 157,374 129,949 

その他 112,676 77,526 

貸倒引当金 △16,150 △16,673 

流動資産合計 15,263,057 17,007,511 

固定資産    

有形固定資産 1,565,727 1,543,579 

無形固定資産 178,854 143,493 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,724,595 1,845,548 

退職給付に係る資産 217,386 221,393 

その他 732,669 748,115 

貸倒引当金 △9,086 △8,504 

投資その他の資産合計 2,665,566 2,806,552 

固定資産合計 4,410,147 4,493,625 

資産合計 19,673,205 21,501,137 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,257,738 6,366,741 

短期借入金 1,158,744 1,329,354 

未払法人税等 408,236 126,940 

未成工事受入金 811,149 1,339,516 

賞与引当金 282,842 206,303 

役員賞与引当金 40,800 27,750 

完成工事補償引当金 9,340 8,340 

工事損失引当金 － 7,900 

株式給付引当金 － 55,066 

その他 436,686 398,668 

流動負債合計 8,405,537 9,866,581 

固定負債    

長期借入金 66,454 92,556 

繰延税金負債 201,223 256,715 

再評価に係る繰延税金負債 120,120 119,748 

株式給付引当金 32,041 － 

役員退職慰労引当金 72,355 74,882 

退職給付に係る負債 9,082 9,258 

その他 236,320 183,001 

固定負債合計 737,596 736,162 

負債合計 9,143,133 10,602,743 

純資産の部    

株主資本    

資本金 599,400 599,400 

資本剰余金 553,984 553,984 

利益剰余金 9,534,165 9,815,437 

自己株式 △281,088 △280,514 

株主資本合計 10,406,461 10,688,308 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 320,565 388,315 

土地再評価差額金 △355,597 △355,225 

退職給付に係る調整累計額 △9,086 △5,601 

その他の包括利益累計額合計 △44,118 27,487 

非支配株主持分 167,728 182,597 

純資産合計 10,530,071 10,898,393 

負債純資産合計 19,673,205 21,501,137 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 13,804,135 15,766,890 

売上原価 11,326,333 13,066,326 

売上総利益 2,477,802 2,700,564 

販売費及び一般管理費 2,016,233 2,042,071 

営業利益 461,568 658,493 

営業外収益    

受取配当金 19,806 23,532 

受取賃貸料 14,548 18,801 

持分法による投資利益 10,466 － 

その他 16,122 17,986 

営業外収益合計 60,944 60,320 

営業外費用    

支払利息 15,453 14,374 

不動産賃貸費用 10,129 7,498 

持分法による投資損失 － 5,419 

その他 3,986 5,691 

営業外費用合計 29,569 32,983 

経常利益 492,943 685,830 

特別利益    

固定資産売却益 4,417 1,231 

特別利益合計 4,417 1,231 

特別損失    

固定資産売却損 4,918 529 

固定資産除却損 90 1,767 

会員権評価損 － 2,349 

特別損失合計 5,008 4,646 

税金等調整前四半期純利益 492,352 682,416 

法人税、住民税及び事業税 171,500 226,894 

法人税等調整額 36,675 52,795 

法人税等合計 208,176 279,689 

四半期純利益 284,175 402,726 

非支配株主に帰属する四半期純利益 24,423 15,956 

親会社株主に帰属する四半期純利益 259,752 386,769 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 284,175 402,726 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 111,059 62,660 

土地再評価差額金 － 371 

退職給付に係る調整額 7,035 3,484 

持分法適用会社に対する持分相当額 1,733 5,244 

その他の包括利益合計 119,828 71,761 

四半期包括利益 404,004 474,487 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 379,500 458,376 

非支配株主に係る四半期包括利益 24,504 16,111 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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